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昭
和
29
年
、

東
西
南
北
４
つ
の
吉
見
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
吉
見
町
は
、

国
指
定
史
跡
の「
吉
見
百
穴
」や

特
産
品
の「
吉
見
い
ち
ご
」で
知
ら
れ
、

荒
川
と
市
野
川
に
育
ま
れ
た
肥
沃
な
大
地
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

60
周
年
を
迎
え
た
ふ
る
さ
と
は
、

“
笑
顔
で
つ
な
が
る　

元
気
な
ま
ち　

よ
し
み
”を
目
指
し
、

未
来
へ
向
け
て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
７
月
１
日
、

吉
見
町
は

合
併
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
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荒
川
と
市
野
川
か
ら
大
囲
堤
に
よ
り
守
ら
れ
た
吉
見
町
は
、

肥
沃
な
大
地
を
持
つ
穀
倉
地
帯
と
県
立
比
企
丘
陵
自
然
公
園
の

一
角
を
併
せ
持
つ
、
豊
か
な
自
然
と
四
季
の
彩
り
に
満
ち
た
町
で

す
。
ま
た
、
先
史
時
代
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
、
古
墳

時
代
を
代
表
す
る
国
指
定
史
跡
・
吉
見
百
穴
を
は
じ
め
と
す
る

貴
重
な
文
化
財
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
特
産
で
あ
る「
い
ち
ご
」は
、
県
内
一
の
生
産
量
を
誇
り
、

い
ち
ご
狩
り
が
楽
し
め
る
農
園
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

産
業
拠
点
で
あ
る「
道
の
駅
い
ち
ご
の
里
よ
し
み
」で
は
、
地
域

資
源
を
い
か
し
た
商
品
の
生
産
、
販
売
が
進
め
ら
れ
、
物
産
館
や

食
堂
、
隣
接
す
る
農
産
物
直
売
所
に
は
、
年
間
１
０
０
万
人
以

上
の
方
々
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
町
の
誇
り
は
、
地
域
住
民
の〝
吉
見
町
を
想
う
気
持
ち
〞

で
す
。
子
ど
も
を
守
る
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や「
フ
レ
サ
よ
し

み
」の
運
営
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
地
域
に
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

歴
史
、
文
化
、
産
業
、
人
々
の
ふ
れ
あ
い
が
一
体
と
な
っ
た
吉

見
町
は
、『
笑
顔
で
つ
な
が
る　

元
気
な
ま
ち　

よ
し
み
』を
将
来

像
に
掲
げ
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が「
し
あ
わ
せ
」を
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
合
併
60
周
年
を
記
念
し
、
町
の
歩
み
と
現
在
の
姿
、

町
民
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
姿
を
紹
介
し
た
町

勢
要
覧
を
作
成
し
ま
し
た
。
町
の
魅
力
を
発
見
し
、
町
を
愛
す

る
心
を
育
み
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
創
造
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

吉
見
町
長　

新
井 

保
美

発
刊
に
当
た
っ
て

目 次 CONTENTS

吉見町のプロフィール

吉見町吉見町

埼玉県のほぼ中央に位置し、南部は川島町、西部は東松山市、東部は鴻巣市と北本市、
北部は熊谷市に隣接する東西約７km、南北約８km、総面積38.64km2のまちです。
都心から50km圏にあり、東武東上線やJR高崎線、関越自動車道などへ容易にアクセスできます。
その昔、吉見町一帯は横見郡と呼ばれていました。
明治22年の町村制施行によって東吉見村、西吉見村、南吉見村、北吉見村の４か村に編成されました。
明治29年には比企郡に統合され、横見郡という名はなくなりました。
昭和29年７月１日、４か村が合併して吉見村が誕生。
昭和47年11月３日に町制を施行し吉見町となり、現在に至っています。



吉見の誇り
The Pride

of Yoshimi

吉
見
ブ
ラ
ン
ド「
吉
見
い
ち
ご
」の

歴
史
と
特
長

　

稲
作
と
養
蚕
が
主
流
だ
っ
た
吉
見
町
に
い

ち
ご
栽
培
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
30
年

の
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
31
年
に
は
南

地
区
で
４
戸
が
出
荷
し
た
と
い
う
記
録
が
あ

り
ま
す
。
当
初
は
石
垣
栽
培
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
そ
の
後
、
上
砂
で
ハ
ウ
ス
栽
培
が
始

ま
り
、
次
第
に
各
地
区
に
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
ハ
ウ
ス
で
は
、
当
初「
埼
玉
ダ
ナ
ー
」

な
ど
の
品
種
が
多
く
栽
培
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
で
は「
と
ち
お
と
め
」や「
や
よ
い
ひ
め
」

が
主
流
で
す
。

　
「
吉
見
い
ち
ご
」の
名
で
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の

特
産
品
に
な
る
ま
で
に
は
、
栽
培
の
指
導
や

吉
見
町
の
土
地
に
適
し
た
品
種
の
選
定
な

ど
、
吉
見
農
協
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

荒
川
と
市
野
川
に
挟
ま
れ
た
肥
沃
な
土

地
は
、
甘
く
て
お
い
し
い
い
ち
ご
の
生
育
に

Top Strawberry-producing 
Town in the Prefecture
Yoshimi’s strawberries began to be 
cultivated in place of silk in the mid-
1950s, right after the town merger. The 
fertile land between the Arakawa and 
Ichinokawa rivers is ideal for growing 
delicious strawberries, now making 
Yoshimi the prefecture’s largest pro-
ducer. The seasonal sights from winter 
to early summer charm the many straw-
berry-seeking visitors. The vibrancy of 
Yoshimi strawberries lives on.

　吉見町のいちご生産農家
は組合全体で87軒。農家数・生産量と
もに県内一で、「吉見いちご」は埼玉県
のブランド産地にも選ばれていま
す。荒川沿いの豊かな土壌と農
家の努力により、甘さとみず
みずしさはどこにも負けませ
ん。我が子のように丹精込め
て作ったいちごを、ぜひ多く
の人に味わっていただきたい
です。

　吉見いちごの品質を守るた
め、店舗に並べる前にすべて検
品しています。おかげさまで、
いちごが出回る季節になると、
遠方からも朝早くからたく
さんのお客様がお越しくだ
さいます。箱売りが主で、
全国に宅配便で送れるの
で、お歳暮シーズンなど
は開店してすぐに売り切
れてしまうほどですよ。

　家族全員いちごが大好き
で、お友だちから吉見のいちごの評
判を聞き、休日を利用して熊谷市
から来ました。直売所に開店前
から長い行列ができていて
びっくり！摘みたてのいち
ごは、スーパーで買った
ものとは全然違うおいし
さです。子どもたちも夢
中で食べて大満足。ぜひ、
また来たいですね。

合
併
直
後
の
昭
和
30
年
代
か
ら

養
蚕
に
代
わ
っ
て
栽
培
が
始
ま
っ
た
吉
見
の
い
ち
ご
。

荒
川
と
市
野
川
に
挟
ま
れ
た
肥
沃
な
大
地
は

と
び
き
り
お
い
し
い
い
ち
ご
の
生
育
に
最
適
で
、

今
や
県
内
一
の
生
産
量
を
誇
る
産
地
と
な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
々
が
い
ち
ご
を
求
め
て
訪
れ
る
風
景
は
、

冬
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
吉
見
の
風
物
詩
。

吉
見
は
今
日
も“
い
ち
ご
”が
元
気
で
す
。

ち
ご
）番
目
の
道
の
駅
。
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加

工
品
や
お
土
産
品
が
並
ぶ
物
産
館
、
わ
ん
ぱ

く
広
場
や
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
な
ど
が
立
ち
並
び

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し
め
る
農

園
や
県
道
沿
い
に
直
売
店
を
開
く
農
園
も

あ
り
、
い
ち
ご
は
吉
見
町
を
代
表
す
る
ブ
ラ

ン
ド
特
産
品
で
す
。

最
適
で
、
今
で
は
県
内
一
の
生
産
量
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

吉
見
い
ち
ご
が
い
っ
ぱ
い
！

Ｊ
Ａ
吉
見
直
売
所
と

道
の
駅「
い
ち
ご
の
里
よ
し
み
」

　

い
ち
ご
の
シ
ー
ズ
ン
は
比
較
的
長
く
12
月

か
ら
５
月
く
ら
い
ま
で
。
中
で
も
お
歳
暮
や

ク
リ
ス
マ
ス
の
需
要
が
高
ま
る
12
月
や
、
豊

富
に
出
回
っ
て
価
格
が
手
ご
ろ
に
な
る
３
月

ご
ろ
に
は
、
Ｊ
Ａ
吉
見
直
売
所
に
朝
摘
み
の

新
鮮
い
ち
ご
が
ず
ら
り
と
並
び
、
朝
早
く
か

ら
お
い
し
い
吉
見
い
ち
ご
を
求
め
る
人
々
の

長
い
行
列
が
で
き
ま
す
。
品
質
の
よ
い
吉
見

い
ち
ご
は
、
自
宅
用
は
も
ち
ろ
ん
贈
答
品
と

し
て
も
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

直
売
所
と
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
道
の
駅

「
い
ち
ご
の
里
よ
し
み
」は
、
埼
玉
県
で
15（
い

笑 顔 で
つながる人々

Link with Smile

吉見町いち
ご組合連絡

協議会

会長

利根川英夫さん

JA吉見直売
所の販売員

宅間広子さん

高尾幸枝さん

いちご狩り
に来た観光

客

大岡実さん・郁恵さん

慧くん・真愛ちゃん

吉見百穴ヒカリゴケの穴で生まれ、
荒川の水ですくすくと育った
フレッシュでラッキーな
いちごの妖精です。

道の駅に隣接するJA吉見直売所

温度管理されたハウスの中で、栽培される高品質な吉見いちご

いちごでつながる吉見のみなさん
いちご生産者・販売者・購入者

吉見いちごから生まれた
キャラクター

吉見町PR大使 よしみん
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吉見の誇り
The Pride

of Yoshimi

伝
説
や

考
古
学
論
争
を
呼
ん
だ

不
思
議
な
穴

　

吉
見
百
穴
は
、
約

２
０
０
年
前
の
江
戸
時

代
の
中
ご
ろ
か
ら
、
不

思
議
な
穴
と
し
て
人
々

に
興
味
を
も
た
れ
て
い
ま

し
た
。「
天
狗
さ
ま
が
掘
っ

た
穴
」「
雷
さ
ま
が
開
け
た
穴
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
明

治
20
年
、
当
時
東
京
大
学
大
学
院
生
だ
っ

た
坪
井
正
五
郎
博
士
に
よ
っ
て
調
査
が
行

わ
れ
、
玉
類
、
金
属
器
、
土
器
類
な
ど
多

数
の
遺
物
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
坪
井

氏
は
先
住
民
族
の
住
居
跡
で
あ
る
と
発
表

し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
調
査
・
研

究
が
進
み
、
吉
見
百
穴
は
今
か
ら
お
よ
そ

１
４
０
０
年
前
の
古
墳
時
代
後
期
か
ら
末

期
（
７
世
紀
ご
ろ
）
に
つ
く
ら
れ
た
横
穴
墓

群
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
大
正
12
年
に

Hundred Caves of Yoshimi,  
Japan’s Largest Cluster  
of Tomb Caves
Yoshimi Hyakuana is a national historic 
relic site known for being Japan’s largest 
cluster of tomb caves, and through the 
ages it has become one of the beloved and 
familiar symbols of Yoshimi. 
Across 1400 years, these myster ious 
caves transmit the prayers of the people 
who lived here to the modern age.

　東第一小学校に通っていま
す。埼玉県民の日なので「ひゃく
あな祭」に来ました。吉見町の子
どもたちは、小学校２年生の
ときに町探検をするんです。
バスに乗って町内の名所を
巡り、町の歴史などを学
びます。町一番の名所と
いったらもちろん百穴で
すが、ポンポン山と吉見
いちごもおすすめですね。

　ものづくりの楽しさ
を皆さんに伝えたいと、ボ

ランティアを始めて７年目。この間の体
験参加者は延べ約２万３千人。
お弁当持ちで１日中好きなも
のを作っていく方もいらっ
しゃいますよ。体験教室
が、国指定文化財の吉
見百穴をもっと多くの
人に知ってもらうため
のPRにも役立てばうれ
しいですね。

　東京から来ました。息子が、
夏休みの自由研究に古代人のアクセ

サリーを作りたいと言うので。吉見百穴は
初めてですが、日帰り旅行にちょうどいい

距離ですね。私は琥珀、息
子は蝋石を選びました。初
めてでも簡単に挑戦できる
し、何より自分で作る喜
びがあります。夏休み

のいい思い出が
できました。

国
指
定
史
跡
の「
吉
見
百
穴
」は
、

日
本
最
大
級
の
横
穴
墓
群
と
し
て
も
知
ら
れ
、

古
く
か
ら
人
々
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
き
た

吉
見
町
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
す
。

１
４
０
０
年
の
時
を
超
え
て
、

こ
の
地
に
暮
ら
し
た
人
々
の
祈
り
を

現
代
へ
と
伝
え
て
く
れ
る
不
思
議
な
穴
で
す
。

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

２
１
９
個
の
穴
が
数
え
ら
れ
ま
す
。

軍
需
工
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た

歴
史

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
日
本
各
地
の
軍

需
工
場
が
ア
メ
リ
カ
軍
の
爆
撃
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
軟
ら
か
い
凝
灰
質
砂
岩
で
で

き
た
百
穴
の
あ
る
丘
に
複
数
の
巨
大
な
洞

穴
が
掘
ら
れ
、
地
下
軍
需
工
場
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
部
品
を

製
造
す
る
工
場
で
し
た
が
、
本
格
的
な
生

産
活
動
に
移
る
前
に
終
戦
と
な
り
ま
し
た
。

幻
想
の
世
界
へ
誘
う

「
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
」

　

百
穴
の
い
く
つ
か
の
横
穴
墓
の
内
部
に

は
、
か
す
か
な
緑
色
の
光
を
発
す
る
ヒ
カ

リ
ゴ
ケ
が
自
生
し
て
い
ま
す
。
ヒ
カ
リ
ゴ

ケ
は
山
地
に
多
く
、
平
野
で
見
ら
れ
る
の

は
極
め
て
貴
重
と
さ
れ
、
昭
和
３
年
に
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
や
体
験
で

新
た
な
魅
力
を
発
信

　

百
穴
は
吉
見
町
一
番
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
、
さ
く
ら
祭
や
菊
花
展
、「
ひ
ゃ
く

あ
な
祭
」、
古
代
人
体
験
な
ど
、
季
節
に

応
じ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
す
る
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

で
も
、
勾
玉
や
と
ん
ぼ
玉
づ
く
り
、
埴
輪

づ
く
り
な
ど
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
真
夏
で
も
涼
し
い
百
穴
は
、

埼
玉
の
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
百
選
に
も
選
ば

れ
て
い
ま
す
。

笑 顔 で
つながる人々

勾玉作り体
験参加者

川上佐知子さん

暁光くん

Link with Smile
吉見百穴でつながる吉見のみなさん
来場者・観光客・ボランティア

「ひゃくあ
な祭」来場者

茂木美恵さん

美奈ちゃん・彩ちゃん

ヒカリゴケ

地下軍需工場跡

ひゃくあな祭

とんぼ玉づくり勾玉

埋蔵文化財
ボランティ

ア

原成美さんと

市川八重子さん・林ヤス子さん
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吉見の誇り
The Pride

of Yoshimi

川
幅
日
本
一
の
荒
川
と

市
野
川
に
囲
ま
れ
た
町

　

吉
見
町
の
東
を
流
れ
る
荒
川
は
、
埼
玉
県

の
母
な
る
川
と
も
呼
ば
れ
る
大
河
で
す
。
県

道
東
松
山
鴻
巣
線
沿
い
の
荒
川
の
川
幅
は
、

平
成
20
年
の
国
土
交
通
省
の
調
査
に
よ
り
、

２
５
３
７
メ
ー
ト
ル
で
日
本
一
の
長
さ
と
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
の
西
か
ら
南
に
か
け
て
は
荒
川

の
支
流
、
市
野
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
市
野

川
の
水
辺
は
流
れ
も
お
だ
や
か
で
、
自
然
観

察
会
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

河
川
改
修
の
歴
史
と

豊
か
に
広
が
る
耕
作
地

　

江
戸
時
代
、
荒
川
の
大
改
修
に
よ
っ
て
流

路
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
吉
見
の
先
人

た
ち
は
度
重
な
る
水
害
に
苦
し
み
ま
し
た
。

一
方
で
、
荒
川
舟
運
が
発
達
し
、
地
頭
方
村

五
反
田
に
は
河
岸
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

河
岸
場
か
ら
江
戸
に
向
け
て
物
資
を
輸
送

し
、
江
戸
の
文
化
も
運
ば
れ
た
の
で
す
。

　

昭
和
16
年
、荒
川
の
改
修
工
事
が
竣
工
し
、

旧
荒
川
の
流
路
に
あ
っ
た
久
保
田
新
田
や
高

尾
新
田
、
蓮
沼
新
田
は
絶
好
の
耕
作
地
と
し

て
新
た
に
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

広
々
と
し
た
田
園
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

散
策
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
…
。

楽
し
み
満
載
の
水
辺

　

二
つ
の
川
の
堤
防
に
守
ら
れ
た
吉
見
町
の

水
辺
。
荒
川
の
河
川
敷
に
は
吉
見
ゴ
ル
フ
場

や
吉
見
総
合
運
動
公
園
な
ど
広
大
な
緑
地

が
広
が
り
、
テ
ニ
ス
や
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
な

　和名沼近くの「風の杜」を拠点に、水
辺や里山の保全活動を行っています。
鳥や魚、植物、昆虫など里山や水辺
の豊かな自然を、開発で失われる前
にみんなで楽しもうと、平成２年
に会を作りました。年５回の親子
自然観察会にも協力しています。
自然をもっと楽しめるように遊
歩道などが整備されるといいで
すね。

　息子が魚や鳥が好きなので、自然観察
会には毎年参加しています。お
かげで魚や鳥について、図鑑で
も調べたりしているので、と
ても詳しくなりました。子
どもたちには自然に触れて
育ってもらいたいので、こ
ういう機会をたくさん作っ
てもらいたいし、豊かな自
然を残してほしいですね。

　鴻巣市に住んでいま
すが、休日にはよく吉見町を走ります。川沿い

にサイクリングロードがある
し、湖や沼も多くて気持ち
いいですね。道もきれい
で、比較的交通量が少な
く走りやすいです。公園
の中を走れるのも魅力の
一つ。特に、秋の八丁湖
周辺は素晴らしいですね。
休憩地としても最適です。

埼
玉
県
の
母
な
る
川
、
荒
川
と

市
野
川
に
囲
ま
れ
た
吉
見
町
。

今
で
は
豊
穣
な
大
地
と

豊
か
な
自
然
を
育
む
二
つ
の
川
も
、

か
つ
て
は
氾
濫
を
起
こ
し
て
、

こ
の
地
の
人
々
を
苦
し
め
ま
し
た
。

川
と
闘
っ
て
き
た
歴
史
が

吉
見
町
の
風
土
を
形
作
っ
て
き
ま
し
た
。

町
の
西
部
に
広
が
る
比
企
丘
陵
に
は

湖
や
沼
も
点
在
し
ま
す
。

豊
か
な
水
辺
は
、

暮
ら
し
に
憩
い
と
潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
も
開
か

れ
ま
す
。
ま
た
、
緑
地
を
見
下
ろ
す
堤
防
の

上
に
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
走
り
、
休

日
と
も
な
る
と
町
内
外
か
ら
多
く
の
サ
イ
ク

リ
ス
ト
が
集
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
八
丁
湖
や
大
沼
な
ど
は
、
散
策

や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
最
適
で
、
四
季

折
々
に
美
し
い
景
観
を
見
せ
る
憩
い
の
場
で

す
。Abundant Waterfronts  

by Rivers and Lakes
Yoshimi lies between the Arakawa, 
which is the core river of Saitama Pre-
fecture, and the Ichinokawa river. The 
two rivers that now nourish fertile lands 
and bountiful nature once flooded and 
tormented the people here. 
The history of battling the rivers formed 
Yoshimi’s landscape. Lakes and marsh-
es also dot the Hiki Hills that spread 
across western Yoshimi. The abundant 
waterfronts bring solace and enrich 
people’s lives.

笑 顔 で
つながる人々

よしみ町の自然
を楽しむ会 会

長

秋元武相さん

親子自然観
察会参加者

藤沢世志治さん 洋子さん

和輝くん 彩加ちゃん

サイクリス
ト

田中耕栄さんと仲間の

田中尚代さん・星野拓也さん

八丁湖

八丁湖ヒーリングナイト親子自然観察会

パークゴルフ場

荒川

水辺の自然でつながる吉見のみなさん
環境団体・観察会参加者・サイクリスト

Link with Smile

市野川の桜

五反田河岸石標
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吉見の誇り
The Pride

of Yoshimi

農
業
が
盛
ん
な
吉
見
町
。

地
場
産
食
材
の
特
産
品
は
安
全
安
心
で
、

と
び
っ
き
り
の
お
い
し
さ
で
す
。

東
・
西
・
南
・
北
４
つ
の
吉
見
村
が
合
併
し
て
60
年
。

わ
た
し
た
ち
の「
ふ
る
さ
と
吉
見
」の
風
土
や
歴
史
を

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
探
究
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

Local Specialties
Agriculture flourishes in Yoshimi. Special-
ties made of locally grown foods, such 
as sweets and jams made from Yoshimi 
strawberries, udon noodles made with 
local f lour, miso (fermented soybean 
paste), and local gourmet item Yoshimi 
Abura-miso are safe, reassuringly made, 
and exceptionally delicious.

※10ページ以降のコラム「地名あれこれ」は、
　『吉見町史』『吉見の地名と方言』『埼玉県地名誌』『さいたまの地名』他を参考にしていますが、諸説ある地名もあります。

北

南

東西

公募で誕生したオリジナルスイーツ▶

いちごタルトと苺ミルクまん
吉見いちごをぜいたくに使用した絶品ス
イーツ。吉見いちごを使用した町のお土産
（スイーツ）レシピを、町民から公募して、
この２品が開発されました。

▲吉見いちごのおいしさを凝縮

手作りいちごジャム
完熟期の５月のいちごを厳選して使った
ジャムは、いちごと砂糖に隠し味のレモン
を加えただけの無添加・無着色。粒が大
きめに残り、まさに吉見いちごのおいしさ
をそのまま閉じ込めた逸品です。

つぶつぶいちごの▶

ベジタブルスムージー
女子栄養大学とのタイアップで、吉見いち
ごを使用したスムージーを開発しました。
おいしくて栄養満点。スポーツ後などに
ぴったりです。

▲地元産の大豆・米・麦が原材料

手づくりみそ
地元産の素材だけで作った手づくりのみそ。み
そに最適な大豆「ナカセンナリ」を使用し、地元
農家のみなさんが手塩にかけて作ったみそは、
学校給食にも使われています。

▲塩水でこねた素朴な味

地粉うどん
地元の農家で昔から作られていた地粉うどん
は、塩水でこね、手で丸めて足で踏んで作りま
す。素朴で力強いうどんが特徴。みそ味の冷や
汁で食べるのもおすすめです。

▼吉見町自慢のご当地Ｂ級グルメ

吉見あぶら味噌
吉見町認定のＢ級グルメ「あ
ぶら味噌」は、昔から農家
で食べられていた郷土
料理。栄養価も高く疲
労回復に効果的です。
のぼり旗のある飲食店
で食べられるほか、ご
家庭でも簡単に作れます。

吉見いちごや
地場産野菜から生まれた

特産品だよ。

合併60周年
記念特集

北吉見村
地頭方・上砂・中曽根・松崎
本沢・上細谷・小新井・中新井
今泉・明秋・一ッ木

西吉見村
北吉見・南吉見
久米田・和名・御所・黒岩
山ノ下・田甲・長谷・西吉見

南吉見村
下細谷・久保田・江綱
前河内・大串

東吉見村
大和田・上銀谷・谷口・下銀谷・万光寺
荒子・飯島新田・江和井・久保田新田

高尾新田・蓮沼新田・古名新田
蚊斗谷・古名・丸貫・北下砂

東野・須ノ子新田
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心

大
和
田（
お
お
わ
だ
）

﹁
和
田
﹂
は
川
の
曲
流
部
の
や
や
広
い

丸
み
の
あ
る
平
地
。﹁
大
﹂は
美
称
。

上
銀
谷（
か
み
ぎ
ん
や
）	

下
銀
谷（
し
も
ぎ
ん
や
）

﹁
銀（
し
ろ
が
ね
）﹂
は
杉
の
根
元
か
ら

銅
製
の
薬
師
像
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

に
由
来
。
地
形
が
低
い
こ
と
か
ら﹁
谷
﹂

が
つ
き
、﹁
銀
谷（
し
ろ
が
ね
や
）﹂。
江

戸
時
代
に﹁
上
﹂と﹁
下
﹂に
分
か
れ
る
。

谷
口（
や
ぐ
ち
）

元
は
矢
の
口
村
。
戦
国
時
代
、
松
山

城
に
向
け
て
戦
い
の
口
火
が
切
ら
れ

た
こ
と
に
由
来
。

万
光
寺（
ま
ん
こ
う
じ
）

江
戸
時
代
に
﹁
銀
谷
﹂（
し
ろ
か
ね
や
）

か
ら
分
村
。
寺
名
を
地
名
に
し
た
。

荒
子（
あ
ら
こ
）

﹁
荒
久
﹂﹁
荒
句
﹂
と
も
書
か
れ
荒
地
を

意
味
し
て
い
る
。

飯
島
新
田（
い
い
じ
ま
し
ん
で
ん
）

飯
島
惣
左
衛
門
が
開
い
た
村
と
伝
わ

る
。
ま
た
、﹁
飯
﹂は
川
上
の
方
、﹁
島
﹂

は
川
沿
い
の
耕
地
の
意
味
も
あ
る
。

江
和
井（
え
わ
い
）

明
治
８
年
の
江
川
新
田
、
大
和
屋
新

田
、
新
井
新
田
の
３
村
合
併
時
、
各

村
名
か
ら
１
字
ず
つ
取
っ
て
命
名
。

久
保
田
新
田（
く
ぼ
た
し
ん
で
ん
）

中
世
以
降
、
新
田
開
発
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
た
。
明
治
12
年
に
久
保
田

村
か
ら
分
離
。

高
尾
新
田（
た
か
お
し
ん
で
ん
）

高
尾
の
新
井
門
太
郎
が
開
墾
し
た
と

伝
わ
る
。
河
岸
場
の
あ
っ
た
高
尾
か

ら
独
立
。

蓮
沼
新
田（
は
す
ぬ
ま
し
ん
で
ん
）

妻
沼
か
ら
来
た
蓮
沼
徳
兵
衛
が
、
空
き

地
を
見
つ
け
て
開
墾
し
た
と
伝
わ
る
。

古
名
新
田（
こ
み
ょ
う
し
ん
で
ん
）

荒
川
沿
岸
の
原
野
を
開
墾
し
た
新
田
。

江
戸
時
代
に
古
名
か
ら
独
立
。

蚊
斗
谷（
か
ば
か
り
や
）

群
生
す
る
蒲（
か
ば
）を
刈
っ
て
開
墾
し

た
こ
と
に
由
来
。
大
和
田
か
ら
分
村
。

古
名（
こ
み
ょ
う
）

古
く
は
古
吉
見
。
度
々
の
洪
水
で
廃

村
と
な
り
、
丸
貫
村
の
人
々
が
再
び

開
墾
し
て﹁
古
名
﹂と
改
名
。

丸
貫（
ま
る
ぬ
き
）

﹁
丸
﹂
は
地
形
。﹁
貫
﹂
は
﹁
温
い
﹂
の
当

て
字
で
温
暖
な
土
地
の
意
味
。

北
下
砂（
き
た
し
も
ず
な
）

下
砂（
古
く
は
下
須
奈
）村
か
ら
丸
貫
村

と
古
名
村
を
分
離
。
川
を
基
準
に﹁
下
﹂。

須
ノ
子
新
田（
す
の
こ
し
ん
で
ん
）

６
つ
の
新
田
の
う
ち
の
一
つ
。﹁
須
﹂

は﹁
州
﹂の
あ
る
低
地
の
意
味
も
あ
る
。

　

吉
見
町
の
東
を
流
れ
る
荒
川

に
沿
っ
て
広
が
っ
て
い
る
の
が

「
東
吉
見
」で
す
。

　

東
西
を
貫
く
県
道
東
松
山
鴻

巣
線
沿
い
の
東
野
地
区
は
、
住

環
境
の
整
っ
た
住
宅
地
と
し
て

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

鴻
巣
市
と
の
間
を
流
れ
る
荒
川

の
川
幅
が
全
国
最
長
と
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
大
和
田
地
内

に
「
川
幅
日
本
一
」
の
標
柱
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
い
和
田
吉
野
川
の
流
路
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
一
帯
の
低
地

は
、
か
つ
て
は
毎
年
の
よ
う
に

洪
水
に
悩
ま
さ
れ
た
と
い
わ

れ
、「
新
田
」
と
つ
く
地
名
が
６

つ
も
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
新
し

く
開
墾
さ
れ
た
土
地
が
多
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
堤
防
に
守

ら
れ
た
現
在
で
は
、
見
渡
す
限

り
の
豊
か
な
田
園
風
景
が
広
が

り
ま
す
。
ま
た
、
県
道
東
松
山

桶
川
線
は
別
名
い
ち
ご
街
道
と

呼
ば
れ
、
シ
ー
ズ
ン
に
は
直
売

店
が
並
び
ま
す
。

Exploring the Landscape 
[Higashi-Yoshimi] 
Situated along Japan’s widest river, the Arakawa, 
Higashi-Yoshimi features rustic scenery and thriving 
strawberry cultivation. Meanwhile, it is becoming a 
residential area convenient for shopping with the on-
going land readjustment along the Higashimatsuyama-
Konosu prefectural road.

　私は東吉見中学校の最後の卒業生です。
合併のとき、４つの村が手を組む形の町章
から、合併の意味を理解したのを覚えてい
ます。
　近くの県道は、昔は細い砂利道でした。
バスは木炭車、自転車は重い荷物を載せて
砂利道を走ってもパンクしない頑丈なもの
で、実用車と呼ばれていました。自転車に引
き出しの付いた箱を載せて佃煮の量り売り
が来ていたんですよ。
　荒子は吉見の中でも土地が低く、昔の家
の壁には背丈くらいまで浸水の跡が残って
いました。避難用の舟もありました。今は水
害の心配はなくなりましたが、昔の人の苦労
は伝えていきたいですね。

大字荒子に三世代でお住まいの小栁さんご一家

小栁 透さん
弘子さん・伝持さん・緑さん・慶太郎くん・寿々子ちゃん

道路がずいぶん広がって
生活は便利になりましたが、
近所の助け合いや絆は、
昔の方が格段に強かったですね。

県道東松山鴻巣線沿い東野地区の住宅地

つながる

つたえる

地名
あれこれ

ル
ー
ツ
を

探
ろ
う
！

川
幅
日
本
一
の
荒
川
沿
い
に
位
置
す
る「
東
吉
見
」は
、

田
園
風
景
が
広
が
り
、
い
ち
ご
街
道
が
通
る
一
方
で
、

県
道
東
松
山
鴻
巣
線
沿
い
は
区
画
整
理
が
進
み
、

買
い
物
な
ど
に
も
便
利
な
住
宅
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

風
土
探
究

東吉見

合併60周年
記念特集

吉見探究
ふるさと

60th Anniversary 
Yoshimi

Investigation
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心

北
吉
見（
き
た
よ
し
み
）

明
治
８
年
に
流
川
・
根
小
屋
・
柚
沢
・

土
丸
の
４
村
を
合
併
し
て
吉
見
村
と

な
り
、
同
13
年
北
組
が
分
村
、
北
吉

見
村
と
な
っ
た
。

南
吉
見（
み
な
み
よ
し
み
）

明
治
８
年
の
合
併
の
際
の
吉
見
村
南

組
（
流
川
地
区
）。
13
年
の
分
村
に
よ

り
南
吉
見
村
と
な
っ
た
。

久
米
田（
く
め
だ
）

倭
文
天
神
社
（
現
・
久
米
田
神
社
）
の

供
米
田
（
中
世
に
社
寺
に
米
を
供
え

る
た
め
に
耕
作
し
た
田
／
く
め
だ
）が

あ
っ
た
こ
と
に
由
来
。

和
名（
わ
な
）

埴
輪
窯
跡
群
が
あ
り
、
埴
土（
は
に
つ

ち
）が
出
る
こ
と
か
ら
埴（
は
に
）↓
わ

に
↓
わ
な
と
転
訛
し
た
と
思
わ
れ
る
。

御
所（
ご
し
ょ
）

源
範
頼
の
子
孫
、
吉
見
氏
累
代
の
館

跡
が
あ
り
、﹁
吉
見
の
御
所
﹂
と
呼
ば

れ
た
こ
と
に
由
来
。

黒
岩（
く
ろ
い
わ
）

地
内
に
﹁
立
石
﹂
と
い
う
黒
い
岩
の
切

り
立
っ
た
丘
陵
が
あ
る
こ
と
に
由
来
。

山
ノ
下（
や
ま
の
し
た
）

山
の
下
の
土
地
に
由
来
。
開
墾
に
関

わ
っ
た
５
人
の
郷
士
は
松
山
城
主
上

田
氏
の
家
臣
と
伝
わ
る
。

田
甲（
た
こ
う
）

高
い
土
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
古
く
は

﹁
高
生
﹂﹁
高
負
﹂と
記
し
た
。

長
谷（
な
が
や
つ
）

﹁
谷
﹂
は
低
湿
地
の
意
。
山
間
に
長
い

湿
地
が
あ
る
土
地
の
意
味
。

　
「
西
吉
見
」
は
、
比
企
丘
陵
の

東
端
に
位
置
す
る
丘
陵
地
に
あ

り
、
滑
川
・
市
野
川
を
隔
て
て

東
松
山
市
と
隣
接
し
て
い
ま

す
。
吉
見
百
穴
や
岩
室
観
音
、

松
山
城
跡
な
ど
史
跡
が
数
多
く

残
り
、
見
ど
こ
ろ
の
多
い
地
域

で
す
。
春
は
桜
の
名
所
と
な
る

市
野
川
沿
い
、
八
丁
湖
や
大
沼

な
ど
憩
い
の
水
辺
も
点
在
し
、

緑
豊
か
な
丘
陵
の
自
然
の
中

で
、
川
遊
び
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
、
散
策
な
ど
に
も
最
適

で
す
。

　

昭
和
30
年
代
末
か
ら
丘
陵
地

に
宅
地
造
成
が
進
み
、
ひ
ば

り
ヶ
丘
・
た
つ
み
平
・
前
山
・

南
吉
見
な
ど
14
の
住
宅
団
地
が

で
き
ま
し
た
。
近
年
は
、
交
通

ア
ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら
大
字
西

吉
見
地
区
に
開
発
さ
れ
た
工
業

団
地
に
優
良
企
業
が
進
出
し
て

い
ま
す
。

Exploring the Landscape 
[Nishi-Yoshimi] 
The greenery of the Yoshimi Hills stretches into Nishi-
Yoshimi, where ancient history and abundant nature 
can be felt, including the Yoshimi Hyakuana tomb 
caves from the Kofun Period and Bushu Matsuyama 
Castle, built in the Muromachi Period.

工業団地が整備された
大字西吉見地区

　西地区は丘陵地で田んぼがあまりないから、
ほかの地域と雰囲気が違いますね。
　昔の西小学校は階段状の敷地に建っていた
んですよ。夏は、山道をはだしで通学し、学校
の池で足を洗ってから教室に入っていました。
　おやつなんてない時代だったから、帰り道で
グミや桑の実、ツツジの花などを取って食べた
ものです。今思うと、合併の頃から、食料事情
もよくなって、物が豊かになってきましたね。
　当時は、子どもでもたくさん仕事があって、
学校行く前に近所の友だちと馬の餌になる草
を刈ったりして、家族や地域で生活を支え合っ
ていました。以前は、この土地の上に宅地があっ
たのですが、車の出入りが不便だったので、昭
和44年に家を移転したのが、わが家で一番大
きな出来事です。

大字長谷に三世代でお住まいの森さんご一家

森 次さん
愛子さん・孝志さん・章子さん・恵太さん・武仁さん

山道をはだしで
通学したのを思い出します。
今の子どもたちには考えられ
ないほど、物のない時代でした。

地名
あれこれ

ル
ー
ツ
を

探
ろ
う
！

つながる

吉
見
丘
陵
の
緑
が
連
な
る「
西
吉
見
」は
、

古
墳
時
代
の
横
穴
墓
群「
吉
見
百
穴
」や

室
町
時
代
に
築
か
れ
た「
松
山
城
跡
」な
ど
、

古
い
歴
史
と
豊
か
な
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
地
域
で
す
。

風
土
探
究

西吉見

合併60周年
記念特集

吉見探究
ふるさと

60th Anniversary 
Yoshimi

Investigation

つたえる

1213 吉見町勢要覧（合併60周年記念号）　笑顔でつながる 元気なまち よしみ



心

下
細
谷（
し
も
ほ
そ
や
）

細
い
低
湿
地
の
意
味
。
中
世
に
は﹁
下

星
野
﹂の
記
載
も
見
ら
れ
る
。

久
保
田（
く
ぼ
た
）

集
落
は
旧
荒
川
筋
の
自
然
堤
防
の
上
。

明
治
初
期
ま
で
は
﹁
窪
田
﹂
と
表
記
。

窪
地
の
田
ん
ぼ
の
意
味
。

江
綱（
え
つ
な
）

古
く
は
﹁
家
綱
﹂
と
記
し
て
エ
ツ
ナ
と

読
ん
だ
。エ
ツ
ナ
は﹁
飯
綱（
イ
ツ
ナ
）﹂

＝﹁
飯
砂
﹂（
粘
土
状
の
砂
で
行
者
が
食

べ
て
命
を
つ
な
い
だ
）か
ら
の
転
訛
と

も
考
え
ら
れ
る
。

前
河
内（
ま
え
ご
う
ち
）

市
野
川
左
岸
の
低
地
で
、
旧
荒
川
筋

の
自
然
堤
防
の
上
に
集
落
が
あ
る
。

﹁
川
の
前
﹂に
由
来
。

大
串（
お
お
く
し
）

﹁
串
﹂
は
長
く
連
な
る
高
い
と
こ
ろ
の

意
味
で
、
市
野
川
の
自
然
堤
防
上
に

あ
る
こ
と
に
由
来
。
大
串
次
郎
重
親

の
館
跡
が
あ
っ
た
。

　
「
南
吉
見
」
は
、
東
松
山
市
・

川
島
町
と
の
町
境
を
流
れ
る
市

野
川
沿
い
一
帯
と
、
役
場
周
辺

か
ら
な
る
地
域
で
す
。

　

役
場
周
辺
に
は
保
健
セ
ン

タ
ー
や
悠
友
館
、
消
防
署
吉

見
分
署
な
ど
の
公
共
施
設
が
集

ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
県
道
東
松

山
鴻
巣
線
沿
い
に
大
手
企
業
の

工
場
や
道
の
駅
い
ち
ご
の
里
よ

し
み
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
秋

に
は
休
耕
田
を
利
用
し
た
広
大

な
コ
ス
モ
ス
畑
が
出
現
し
ま
す
。

　

一
方
、
南
部
に
は
整
備
さ
れ

た
ほ
場
が
広
が
り
、
米
麦
の
ほ

か
特
産
の
吉
見
い
ち
ご
の
栽
培

も
盛
ん
で
す
。

　

ま
た
、
大
串
の
金
蔵
院
に
は
、

宇
治
川
の
合
戦
で
畠
山
重
忠
と

先
陣
を
争
っ
た
大
串
次
郎
の
墓

と
伝
わ
る
宝
篋
印
塔
が
あ
る
な

ど
、
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
地
域

で
も
あ
り
ま
す
。

Exploring the Landscape 
[Minami-Yoshimi] 
Minami-Yoshimi, home to the Town Hall and various 
public facilities, forms the core of Yoshimi. 
Meanwhile, the south part along the Ichinokawa river 
features an expanse of rustic scenery and thriving 
crops of local specialty Yoshimi strawberries.

役場周辺

　合併当時、この辺は桑畑でした。前の道も
あぜ道くらいだったのですが、道路が広がった
ので、昭和49年に分家してここに家を建てまし
た。塀や垣根もあまりなかったので、近所に用
事があるときは、前の道路を通らないで、隣地
の庭先を横切って行ったものです。近所はみ
んな農家で、養蚕や稲作が盛んでしたね。田
植えの時期には学校が農繁休みになって、子
どもたちも一緒に家族総出で働いたものです。
　台風のときには、兄弟３人で牛と大切な荷物
を持ち、東松山の親戚の家に避難したことがあ
ります。物が流されても後でわかるようにトタ
ン１枚にも名前を書くなど、ずいぶん用心しま
したよ。
　なくなった行事もあるけれど、７月の「初山」
の風習は今も残っていて、孫も御朱印を押して
もらいました。

大字江綱に三世代でお住まいの伊田さんご一家

伊田 忠夫さん
かず子さん・進さん・彩さん・翼くん・瞳ちゃん・煌くん

昔は農繁休みがあって、
子どもも大事な労働力でした。
昔からの行事や風習は、
大切に伝えていきたいですね。

つながる

つたえる

町
役
場
や
公
共
施
設
が
集
ま
る
地
域
と

市
野
川
沿
い
の
田
園
地
帯
か
ら
な
る「
南
吉
見
」。

縁
起
ダ
ル
マ
が
並
ぶ
毘
沙
門
さ
ま
の
縁
日
や
人
気
の
道
の
駅
が
あ
り
、

町
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
集
め
る
地
域
で
す
。

風
土
探
究

南吉見

合併60周年
記念特集

吉見探究
ふるさと

60th Anniversary 
Yoshimi

Investigation

地名
あれこれ

ル
ー
ツ
を

探
ろ
う
！
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心

地
頭
方（
じ
と
う
ほ
う
）

幕
府
か
ら
任
ぜ
ら
れ
た
地
頭
職
の
役

人
が
所
有
し
た
土
地
と
考
え
ら
れ
る
。

上
砂（
か
み
ず
な
）

古
く
は
上
須
奈
と
表
記
。
自
然
堤
防

の
上
に
集
落
を
形
成
。
川
を
基
準
に

﹁
上
﹂。

中
曽
根（
な
か
ぞ
ね
）

旧
荒
川
筋
の
自
然
堤
防
上
の
細
長
い

集
落
。
明
治
18
年
に
小
八
ツ
林
村
新

田
と
合
併
。

松
崎（
ま
つ
ざ
き
）

吉
見
丘
陵
が
迫
る
土
地
で
、
山
の
端

が
平
野
に
突
き
出
た
と
こ
ろ
と
い
う

意
味
。

本
沢（
ほ
ん
ざ
わ
）

旧
荒
川
の
自
然
堤
防
の
上
に
集
落
が

あ
り
、
地
名
も
旧
荒
川
の
名
残
と
思

わ
れ
る
。

上
細
谷（
か
み
ほ
そ
や
）

旧
荒
川
の
自
然
堤
防
の
上
に
南
北
に

長
く
集
落
が
あ
る
。﹁
谷
﹂
は
低
湿
地

の
意
味
。

小
新
井（
こ
あ
ら
い
）

﹁
新
井
﹂
と
は
開
墾
し
た
集
落
の
意
味

で
、﹁
井
﹂は﹁
居
﹂の
意
味
も
持
つ
。

中
新
井（
な
か
あ
ら
い
）

小
新
井
の
南
に
あ
る
。
小
新
井
と
同

様
に
開
墾
し
た
集
落
の
意
味
。

今
泉（
い
ま
い
ず
み
）

湧
水
が
豊
富
で
、
新
し
い
泉
の
あ
る

地
と
い
う
意
味
。

明
秋（
め
い
し
ゅ
う
）

元
は
須
戸
野
谷
新
田
。
明
治
２
年
秋

に
鴻
巣
宿
か
ら
編
入
し
た
際
、
明
治

の﹁
明
﹂と
編
入
時
の﹁
秋
﹂か
ら
命
名
。

一
ッ
木（
ひ
と
つ
ぎ
）

荒
川
右
岸
の
低
地
、
古
く
は
足
立
郡

箕
田
郷
に
属
し
、
箕
田
六
の
郷
と
称

し
た
。

　

見
渡
す
限
り
の
田
園
風
景

の
中
に
、
町
民
の
憩
い
と
ふ
れ

あ
い
の
場
が
数
多
く
あ
る
の
が

「
北
吉
見
」
で
す
。
陸
上
競
技
場

や
多
目
的
広
場
が
あ
る
ふ
れ
あ

い
広
場
、
大
小
ホ
ー
ル
や
会
議

室
、
和
室
な
ど
を
備
え
る
町
民

会
館
フ
レ
サ
よ
し
み
を
は
じ
め
、

図
書
館
や
体
育
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
な
ど
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

鴻
巣
市
と
接
す
る
荒
川
沿
い

に
は
、
さ
い
た
ま
新
花
名
所
に

も
選
定
さ
れ
て
い
る
吉
見
総
合

運
動
公
園
が
あ
り
、
四
季
折
々

の
花
に
囲
ま
れ
て
、
思
い
思
い

の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
々
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。
ま
た
、
荒
川

の
堤
防
は
快
適
な
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Exploring the Landscape 
[Kita-Yoshimi] 
Core facilities for recreation and interaction are con-
centrated in Kita-Yoshimi, including Fresa Yoshimi, a 
community hall around a town square. At the spacious 
Yoshimi Athletic Park and Yoshimi Golf Course you 
can also see people devoted to sports.

　合併当時、この辺には、田んぼに水を引
くための堀があり、魚がたくさんいました。
時期になると田んぼまで上がってくるほど
でしたから、子どもの頃はよく魚とりをし
て遊びました。
　北地区は、大部分がほ場整備されている
ので、旧北吉見村の時代の風景はあまり
残っていません。でも、昔からの家が多く、
今も地域のつながりは比較的強いと思いま
す。夏の今泉の祭りは、地域の人たちがと
うろう絵を貼り、模擬店を出して、子ども
たちも楽しみにしている行事ですね。
　ここには、図書館やフレサ、ふれあい広
場などの施設がたくさんできて、家族でよ
く利用しています。

大字今泉に三世代でお住まいの清水さんご一家

清水 春男さん
英子さん・英明さん・里美さん・美月ちゃん・康輝くん

子どもの頃は裏の堀で
魚とりをして遊びました。
その頃の入り組んだ田んぼは、
すっかりきれいに区画されました。

つながる

つたえる

地名
あれこれ

ル
ー
ツ
を

探
ろ
う
！

ふ
れ
あ
い
広
場
や
フ
レ
サ
よ
し
み
な
ど
、

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
拠
点
施
設
が
集
ま
る「
北
吉
見
」。

広
大
な
総
合
運
動
公
園
や
吉
見
ゴ
ル
フ
場
も
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
に
い
そ
し
む
人
々
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

風
土
探
究

北吉見

合併60周年
記念特集

吉見探究
ふるさと

60th Anniversary 
Yoshimi

Investigation
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昭和

1955
30年

昭和

1965
40年

昭和

1975
50年

昭和

1954
29年

昭和

1960
35年

昭和

1970
45年

昭和

1980
55年

昭和

1985
60年

　

昭
和
28
年
の
町
村
合
併
促
進
法
を
受
け
て
、
翌
29
年
７
月
１
日
、

東
吉
見
村
・
西
吉
見
村
・
南
吉
見
村
・
北
吉
見
村
の
４
か
村
が
合
併
。

人
口
１
万
５
９
４
５
人
・
世
帯
数
２
６
２
２
戸
の
吉
見
村
が
誕
生
し

ま
し
た
。
４
か
村

は
古
く
か
ら
吉
見

地
域
と
し
て
結
び

つ
き
が
強
か
っ
た

た
め
、
村
民
の
間

に
大
き
な
抵
抗
や

混
乱
は
な
く
、
合

併
は
比
較
的
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
ま

し
た
。

　

昭
和
30
年
に
は

下
細
谷
の
現
在
地

に
役
場
庁
舎
が
完

成
し
、
新
た
な
村

政
の
拠
点
と
な
り

ま
し
た
。

　

川
幅
日
本
一
の
標
柱
で
知

ら
れ
る
御
成
橋
。
明
治
23
年

に
木
桁
橋
と
し
て
造
ら
れ
、

何
度
か
架
け
替
え
な
が
ら
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

初
期
の
荒
川
の
河
川
改
修
に

伴
っ
て
撤
去
。
昭
和
40
年
９

月
に
現
在
の
橋
が
開
通
し
ま

し
た
。

　

４
か
村
の
合
併

30
周
年
と
な
る
昭

和
59
年
、
町
役
場

の
新
庁
舎
が
完
成

し
ま
し
た
。
節
目

の
年
を
記
念
し

て
、
町
民
憲
章
や

町
の
花
・
木
・
鳥

な
ど
町
の
シ
ン
ボ

ル
を
制
定
。
今
で

は
町
民
の
間
に
定

着
し
た
吉
見
音
頭

が
発
表
さ
れ
た
の

も
こ
の
と
き
で
す
。

●南小学校鉄筋校舎完成（40年）
●御成橋、徒歩橋開通（40年）

●小・中学校にプール完成（41年）
●北小学校鉄筋校舎完成（42年）

●県道東松山鴻巣線、町内初の舗装道路に（42年）
●山ノ下保育園開園（43年）

●学校給食センター建築（44年）

●西小学校校舎完成（35年）
●母子センター開設（36年）

●老人クラブ設置（37年）
●西地区で宅地造成開始（38年）

●いちご大型トンネル栽培開始（39年）

●役場庁舎が下細谷411番地に
　完成（30年）

●放射線道路工事着工（31年）
●農業委員会発足（32年）

●吉見中学校開校（33年）
●台山排水機場完成（34年）

●中学校鉄筋校舎完成（50年）
●前河内保育園開園（51年）

●県立吉見高等学校開校（51年）
●吉見勤労青少年フレンドシップセンター開設（51年）

●県営荒川サイクリング道路完成（52年）
●八丁湖遊歩道完成（53年）

●西小学校鉄筋校舎完成（54年）
●東公民館完成（54年）

●武道館完成（54年）

●人間尊重宣言（45年）
●小・中学校完全給食開始（45年）

●上水道給水開始（46年）
●町制施行（47年）

●農業構造改善センター完成（47年）
●中央公民館完成（48年）

●和名・北下砂保育園開園（48年）
●東松山地区消防組合吉見出張所完成（49年）

●西公民館完成（55年）
●北公民館完成（56年）

●吉見海洋センター（体育館）完成（56年）
●第二次吉見町総合振興計画策定（57年）

●農村センター（南公民館）完成（57年）
●吉見海洋センター（プール）完成（57年）

●老人福祉センター荒川荘開設（57年）
●荒井橋開通（57年）

●県営吉見総合運動公園開設（57年）
●勤労福祉センター完成（58年）

●東第二小学校校舎完成（58年）
●中学校新校舎完成（59年）

●役場新庁舎完成（59年）
●町民憲章、町の花・木・鳥、吉見音頭制定（59年）

合
併
か
ら
60
年
。

吉
見
が
歩
ん
で
き
た
足
跡
と
、

時
代
の
エ
ポ
ッ
ク
を
た
ど
り
ま
し
ょ
う
。

昭
和
29
年（
１
９
５
４
）

吉
見
村
の
誕
生

昭
和
40
年（
１
９
６
５
）

御
成
橋
開
通

昭
和
59
年（
１
９
８
４
）

合
併
30
周
年
、
町
役
場
新
庁
舎
完
成

合併60周年
記念特集

吉見探究
ふるさと

60th Anniversary 
Yoshimi

Investigation

　

４
か
村
の
合
併
を
機
に
中
学
校
は
１
つ
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
北
吉
見
中
学
校
の

敷
地
を
拡
張
し
て
新
校
舎

を
建
設
。
昭
和
33
年
に
吉

見
中
学
校
が
開
校
し
ま
し

た
。続
け
て
屋
内
体
育
館
、

技
術
科
教
室
の
増
築
も
行

わ
れ
、
41
年
に
は
念
願
の

水
泳
プ
ー
ル
も
完
成
し
ま

し
た
。

　

同
時
期
に
各
小
学
校
の

新
校
舎
も
建
設
さ
れ
、
教

育
施
設
の
充
実
が
図
ら
れ

た
時
代
で
す
。

　

昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
都

市
化
・
近
代
化
が
進
ん
だ
吉

見
。
40
年
代
に
入
る
と
、
小

学
校
の
鉄
筋
校
舎
建
築
が
相

次
ぎ
、
舗
装
道
路
が
作
ら
れ
、

信
号
機
も
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
43
年
に
事
業
着
手
と
な
っ
た
上
水
道
は
46
年
に
給
水
開

始
と
な
る
な
ど
、
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
っ
て
都
市
基
盤
や

施
設
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
時
代
で
す
。

　

純
農
村
地
帯
だ
っ
た
吉
見
に
多
く
の
大

工
場
が
進
出
、
次
第
に
都
市
的
景
観
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
40
年
代
、
人
口
の

増
加
や
町
勢
の
進
展
を
受
け
て
町
制
施
行

へ
の
気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昭

和
47
年
11
月
３
日
、
人
口
１
万
４
５
０
０

人
を
擁
す
る
﹁
吉
見
町
﹂
が
誕
生
。
新
た
な

歩
み
を
刻
み
始
め
た
の
で
す
。

　

当
初
は
石
垣
栽
培
か
ら
始
ま
っ

た
吉
見
の
い
ち
ご
で
す
が
、
水
稲

の
裏
作
と
し
て
露
地
で
栽
培
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
病
害
虫
や
冷
害

か
ら
守
り
安
定
し
て
生
産
す
る
た

め
に
、
ト
ン
ネ
ル
や
マ
ル
チ
ン
グ

技
術
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

39
年
に
は
大
型
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る

大
規
模
生
産
も
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

昭
和
33
年（
１
９
５
８
）

統
合
に
よ
り
吉
見
中
学
校
開
校

昭
和
46
年（
１
９
７
１
）

上
水
道
給
水
開
始

昭
和
47
年（
１
９
７
２
）

町
制
施
行
、
吉
見
町
と
な
る

昭
和
39
年（
１
９
６
４
）

い
ち
ご
大
型
ト
ン
ネ
ル

栽
培
開
始

●東・西・南・
　北吉見村が合併し、

　吉見村誕生（29年）

●図書館開設（60年）
●保健センター開設（61年）

●消防防災無線開始（62年）
●社会福祉協議会設置（62年）

●糠田橋開通（62年）
●移動図書館「ブックシャトルひばり」巡回開始（63年）

60年前、
４つの村が合併して
「吉見」の歩みが
始まったよ。

中学校
の統合

など、

力が注がれた時代だね。
４つの地区の融和

に

大工場
が進出

し、

生まれ変わったよ
。

村から町へ
と
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平成

1989
元年

平成

1998
10年

平成

2008
20年

平成

1993
5年

平成

2003
15年

平成

2013
25年

●農産物加工処理センター完成（10年）
●吉見交番開設（11年）

●学校給食センター完成（改築）（12年）
●平和都市宣言（12年）

●第四次吉見町総合振興計画策定（13年）
●東松山消防署吉見分署新庁舎完成（13年）

●巡回バス運行開始（14年）

●吉見中学校でコンピュータ授業開始（５年）
●総合防災訓練実施（６年）

●西が丘小学校開校（７年）
●ふれあい広場開設（８年）

●ペットボトル資源回収開始（９年）

●町民体育館完成（元年）
●第三次吉見町総合振興計画策定（２年）

●武蔵丘短期大学開校（３年）
●吉見郷土かるた完成（４年）

●住みたいまち創造委員会（25年）
●公設浄化槽事業開始（25年）

●ファミリーサポートセンター事業開始（25年）
●子育て世代定住化促進奨励金制度開始（26年）

●中学校校舎大規模改修工事完了（26年）
●埼玉県衛生研究所開所（26年）

●松山城跡が国指定史跡となる（20年）
●横見排水機場全面稼動（20年）

●いちご学習の取組開始（21年）
●こども医療費中学校まで拡大（22年）

●よしみけやき保育所･子育て支援センター開設（23年）
●吉見排水機場全面稼動（23年）

●第五次吉見町総合振興計画策定（23年）
●東松山・鴻巣線（久米田～国道407号線）開通（24年）

●オリジナルナンバープレート導入（24年）
●一時保育・０歳児保育開始（24年）

●悠友館開設（15年）
●彩の国まごころ国体開催（16年）

●フレサよしみ開設（17年）
●道の駅いちごの里よしみ開設（17年）

●福祉会館開設（17年）
●埋蔵文化財センター開設（17年）

●西部ふれあいセンター開設（17年）
●地域包括支援センター設置（18年）

●吉見町企業誘致に関する条例施行（19年）

　

西
地
区
の
新
興
住
宅

団
地
か
ら
通
学
す
る
児

童
の
急
増
に
伴
い
、
西

小
学
校
が
飽
和
状
態
に

な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
規
模
の
適
正
化
と

通
学
路
の
安
全
を
考
慮

し
て
、
大
字
南
吉
見
に

新
し
く
西
が
丘
小
学
校

が
開
校
し
ま
し
た
。

　

核
戦
争
の
危
機
が
迫
っ
た
１
９
８
１
年
、
英
国
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
市
か
ら
起
こ
っ
た
非
核
平
和
都
市
宣
言
。
そ
れ
を
受
け
て
唯

一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
各
地
の
自
治
体
で
も
宣
言
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
吉
見
町
で
は
西
暦
２
０
０
０
年
を
契
機
と

し
、
未
来
に
向
け
て
平
和
の
確
立
を
願
っ
て
宣
言
を
議
決
、
役
場

入
口
に
も
掲
げ
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
や

図
書
館
と
同
じ
敷

地
内
に
、
大
小
ホ
ー

ル
や
会
議
室
、
和

室
な
ど
を
備
え
、

芸
術
文
化
活
動
の

拠
点
施
設
と
し
て

開
館
し
た
の
が
町

民
会
館
﹁
フ
レ
サ
よ

し
み
﹂
で
す
。
一
帯

は
周
辺
の
既
存
施

設
と
連
携
し
、
町

の
文
化
発
信
の
中

心
ゾ
ー
ン
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
７
年

（
１
９
９
５
）

西
が
丘
小
学
校

開
校

平
成
12
年（
２
０
０
０
）

平
和
都
市
を
宣
言

平
成
17
年（
２
０
０
５
）

町
民
会
館「
フ
レ
サ
よ
し
み
」開
設

　

体
育
館
や
図
書
館
な
ど
公

共
施
設
ゾ
ー
ン
に
隣
接
す
る

広
大
な
敷
地
に
﹁
ふ
れ
あ
い
広

場
﹂
が
完
成
。
陸
上
競
技
場
や

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
芝
生
広
場
な
ど

を
備
え
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

子
ど
も
の
遊
び
場
、
町
民
の

憩
い
の
場
と
も
な
る
町
民
待

望
の
広
場
の
誕
生
で
し
た
。

　

37
年
ぶ
り
に
埼
玉

県
で
の
開
催
と
な
る

第
59
回
国
民
体
育
大

会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

吉
見
町
は
自
転
車
の

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

会
場
と
な
り
、
全
国

か
ら
多
く
の
選
手
や

観
客
を
集
め
、
関
係

者
は
も
ち
ろ
ん
町
を

挙
げ
て
お
も
て
な
し

に
努
め
ま
し
た
。

　

横
見
地
区
の
冠
水

被
害
解
消
と
農
業
基

盤
の
確
保
の
た
め
、

県
と
の
共
同
事
業
で

建
設
が
進
め
ら
れ

て
き
た
横
見
排
水
機

場
。
12
年
の
歳
月
を

か
け
た
排
水
路
の
整

備
と
市
野
川
へ
の
排

水
基
幹
施
設
の
完
成

は
、
町
の
農
業
経
営

の
安
定
化
に
大
き
く

寄
与
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
保
育
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
老
朽
化

し
た
４
か
所
の
保
育
所

を
統
合
し
、
新
し
い
保

育
所
と
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し

た
。
県
産
木
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
た
温
も

り
の
あ
る
安
全
で
快
適

な
園
舎
で
、
吉
見
町
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
元
気
な
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

平
成
８
年（
１
９
９
６
）

ふ
れ
あ
い
広
場

開
設

平
成
16
年（
２
０
０
４
）

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
開
催

平
成
20
年（
２
０
０
８
）

横
見
排
水
機
場
全
面
稼
動

平
成
23
年（
２
０
１
１
）

よ
し
み
け
や
き
保
育
所
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

　

老
朽
化
が
問
題
と
な
っ
て
い

た
吉
見
中
学
校
の
管
理
教
室

棟（
昭
和
59
年
建
築
）と
特
別
教

室
棟（
昭
和
60
年
建
築
）は
、
安

全
で
快
適
な
学
習
環
境
を
確

保
す
る
た
め
大
規
模
改
修
工

事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

屋
上
の
防
水
、
外
壁
の
修

繕
、
内
装
の
木
質
化
等
の
工
事

が
行
わ
れ
、
普
通
教
室
と
特
別

教
室
に
は
エ
ア
コ
ン
も
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
26
年（
２
０
１
４
）

中
学
校
校
舎

大
規
模
改
修
工
事

完
了

西地区の団地の人
口増で

２つの排水
機場が完成

し、

小学校を一つ
増やしたよ。

水害の心配が

なくなったよ。

まちの歩みは、

つながっていくよ。

これから先の未来へと

吉見
まつ
りの
会場
にな
る

ふれ
あい
広場
が

できた
頃だね

。
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東
山
道
で
都
と

つ
な
が
っ
て
い
た�

古
代

　

西
吉
見
条
里
遺
跡
か
ら
は
、
古
墳
時
代
前

期
の
遺
構
や
出
土
品
が
数
多
く
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
な
か
で
も
古
代
の
幹
線
道
路「
東
山
道

武
蔵
路
」と
推
定
さ
れ
る
遺
構
か
ら
、
こ
の
地

が
遠
く
奈
良
の
都
と
も
つ
な
が
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
吉
見
に
は
古
代
人
の
暮
ら
し

の
跡
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
古
墳
時
代
後

期
か
ら
末
期
の
横
穴
墓
群
で
あ
る
、
国
指
定

史
跡
の「
吉
見
百
穴
」や「
黒
岩
横
穴
墓
群
」、

茶
臼
山
古
墳
や
か
ぶ
と
塚
古
墳
、
山
ノ
根
古

墳
、
久
米
田
古
墳
群
、
５
基
の
登
り
窯
が
発

見
さ
れ
た
和
名
埴
輪
窯
跡
群
な
ど
か
ら
も
、

こ
の
地
に
有
力
な
豪
族
が
存
在
し
た
こ
と
が

証
明
さ
れ
ま
す
。

松
山
城
を
巡
っ
て

群
雄
が
割
拠
し
た�

中
世

　

15
世
紀
末
ご
ろ
、
市
野
川
を
天
然
の
堀
と

し
て
丘
陵
上
に
築
か
れ
た
松
山
城
は
、
北
武

蔵
地
方
屈
指
の
平
山
城
で
す
。
16
世
紀
半
ば

に
は
、
上
杉
、
武
田
、
北
条
な
ど
戦
国
武
将

た
ち
の
攻
防
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
本
曲

輪
、
二
ノ
曲
輪
、
三
ノ
曲
輪
な
ど
城
跡
の
遺

構
は
よ
く
保
存
さ
れ
、
平
成
20
年
に
比
企
城

館
跡
群
の
一
つ
と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

中
世
の
吉
見
を
物
語
る
史
跡
と
し
て
は
、

源
範
頼
の
居
館
跡
と
伝
え
ら
れ
文
化
財
の
宝

庫
で
も
あ
る
息
障
院
、
大
串
次
郎
重
親
の
墓

と
も
伝
え
ら
れ
る
金
蔵
院
の
宝
篋
印
塔
と
、

そ
の
下
か
ら
出
土
し
た
白
磁
四
耳
壺
、
南
吉

見
の
大
野
家
に
残
さ
れ
た
北
条
氏
政
の
書
状

な
ど
も
大
変
貴
重
で
す
。

格
式
あ
る
神
社
や

お
寺
が
建
て
ら
れ
た�

近
世

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
格
式
の
あ
る
寺
社

に
将
軍
の
名
で
朱
印
地
が
与
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
吉
見
で
は
息
障
院
の
20
石

を
最
高
に
８
つ
の
寺
社
が
朱
印
地
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
世
の
中
が
安
定
し
交
通
網
が

発
達
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
庶
民
の
間
に

札
所
め
ぐ
り
が
広
ま
り
ま
し
た
。
坂
東
11
番

札
所
と
し
て
吉
見
観
音
の
名
で
知
ら
れ
る
安

楽
寺
。
そ
の
三
重
塔
や
仁
王
門
も
江
戸
時
代

の
築
造
で
す
。

　

88
体
の
石
仏
が
納
め
ら
れ
た
岩
室
観
音
は
、

弘
法
大
師
の
伝
説
が
伝
わ
り
ま
す
が
、
現
在

の
お
堂
は
江
戸
時
代
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

珍
し
い
懸
造
り
様
式
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

Town History
People have been living in the Yoshimi area since time immemorial. 
Numerous relics and precious cultural assets, such as the famous Yoshimi Hyakuana tomb cave cluster from the Kofun Period, 
ancient principle road Tosando Musashi-michi, the Matsuyama Castle ruins national historic site where warlords battled, 
and Iwamuro Kannon Temple housing 88 stone Buddha statues, 
create a bridge through time transmitting the culture of this area into the future.

合併60周年
記念特集

吉見探究
ふるさと

60th Anniversary 
Yoshimi

Investigation

かぶと塚古墳出土品

黒岩横穴墓群

安楽寺三重塔

白磁四耳壺

松山城跡

北条氏政書状

息障院

東山道武蔵路

岩室観音石仏 伝大串次郎重親塔

人物埴輪

は
る
か
太
古
の
昔
か
ら

人
々
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
き
た
吉
見
の
地
。

古
墳
時
代
の
横
穴
墓
群
と
し
て
有
名
な
吉
見
百
穴
や
、

古
代
の
幹
線
道
路
で
あ
っ
た
東
山
道
武
蔵
路
、

戦
国
武
将
が
攻
防
を
繰
り
広
げ
た
松
山
城
跡
な
ど
、

数
多
く
の
史
跡
や
貴
重
な
文
化
財
が

時
を
つ
な
い
で
、
こ
の
地
の
文
化
を
未
来
へ
と
伝
え
ま
す
。

歴
史

時
を
つ
な
ぐ

文
化
を
つ
な
ぐ
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Town Festivals
Events include the Tenno-sama Festival and 
other traditional festivals from past generations, 
and new events like the Cosmos Festival aimed 
at building community ties. Yoshimi has various 
festivals highlighting every season. In every era, 
these events bring people together and deepen 
people’s sentiment for their hometown.

合併60周年
記念特集

吉見探究
ふるさと

60th Anniversary 
Yoshimi

Investigation

　

天
王
さ
ま
は
五
穀
豊
穣
を

願
っ
て
昔
か
ら
続
く
東
光
神
社

の
夏
祭
り
で
す
。
昔
は
地
域
の

家
を
一
軒
一
軒
、
お
獅
子
と
神

輿
を
担
い
で
練
り
歩
き
ま
し
た
。

私
が
小
学
校
の
こ
ろ
は
学
校
が

半
休
に
な
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に

回
っ
て
お
菓
子
を
も
ら
っ
た
り
し

た
も
の
で
す
。

　

昭
和
30
年
に
神
輿
が
壊
れ
て

一
時
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
50

年
代
に
修
復
し
て
復
活
し
ま
し

た
。
今
は
、
町
内
回
り
は
せ
ず

神
社
か
ら
川
ま
で
の
往
復
で
す
。

神
様
を
川
へ
迎
え
に
行
き
、
神

社
ま
で
お
連
れ
し
て
御
霊
を
ま

つ
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
よ
う

で
す
ね
。

　

祭
り
は
地
域
の
老
若
男
女
が

集
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
貴
重
な
場
。
こ
の
伝

統
が
途
絶
え
な
い
よ
う
に
後
継

者
を
育
成
し
よ
う
と
、
お
囃
子

や
踊
り
の
練
習
も
始
め
ま
し
た
。

祭
り
は

地
域
の
み
ん
な
が

一
つ
に
な
れ
る

貴
重
な
機
会
で
す
。

江
和
井
の
天
王
さ
ま　

総
代
長

荒
井
秀
明
さ
ん

　

よ
し
み
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
は
、

減
反
政
策
で
麦
を
刈
っ
た
後
の

畑
を
利
用
し
、
花
を
植
え
て
大

勢
の
人
に
見
に
来
て
も
ら
お
う

と
、
平
成
13
年
に
地
元
の
農
家

８
人
で
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
メ
ン
バ
ー
は
代
わ

り
ま
し
た
が
10
人
ほ
ど
が
保
全

隊
と
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

枝
豆
刈
り
や
気
球
体
験
、
い
ろ

い
ろ
な
サ
ー
ク
ル
の
模
擬
店
な

ど
も
あ
り
、
秋
の
一
大
恒
例
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
中
旬
の
ま
つ
り
に
花
の

見
頃
を
合
わ
せ
る
た
め
、
種
を

ま
く
時
期
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

広
大
な
畑
を
定
期
的
に
手
入
れ

す
る
の
は
大
変
で
す
が
、
吉
見

町
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
今
後
も
が
ん
ば
っ
て

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

吉
見
町
を
代
表
す
る

秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

定
着
し
ま
し
た
。

よ
し
み
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
保
全
隊

今
西
道
造
さ
ん

親
か
ら
子
へ
、

子
か
ら
孫
へ
と
世
代
を
つ
な
ぎ
、

遠
い
昔
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
祭
り
、

地
域
の
絆
を
求
め
て
新
し
く
始
め
ら
れ
た
祭
り
…
…
。

四
季
折
々
に
催
さ
れ
る
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
は
、

い
つ
の
時
代
も
、
人
と
人
と
を
結
び
つ
け
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
深
め
て
く
れ
ま
す
。

祭
り

地
域
を
つ
な
ぐ

世
代
を
つ
な
ぐ

祭りを盛り上げる農産物販売や模擬店。

枝豆刈りも来場者に好評のイベントです。 神輿と山車が列を成して町内を練り歩きます。

気球体験も人気。 よしみんも元気にお出迎え。

７月中旬に催される東光神社のまつり。
神輿や山車がにぎやかに繰り出し、練り歩きます。

広大な休耕田を利用して10月中旬に開かれる一大イベント。
一面の花畑が圧巻です。

江和井の天王さま

よしみ
コスモスまつり
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●「笑顔でつながる元気なまち よしみ」とは…
「笑顔でつながる」は、地域でのふれあい・助け合いや、町民と行政の連携・協働、そして町外へ
の情報発信などさまざまな交流を表します。「元気なまち」は、働く場や活躍の場があり、子ども
から高齢者まで町民一人ひとりが、生きがいを持って暮らす活力にあふれた状態を表します。

Future
Vison

◉吉見観音初詣
◉成人式
◉新春文化講演会

◉大串（金蔵院）	
毘沙門さま縁日

◉朝市
◉さくら堤公園の桜

◉菜の花まつり
◉百穴さくら祭

◉こどもまつり
◉フレサ若葉祭
◉水防訓練

◉厄除け朝観音

◉江和井（東光神社）天王さま
◉久保田（八坂神社）天王さま

◉総合防災訓練
◉吉見観音灯ろう

◉古名薬師さま縁日
◉敬老会

◉町民体育祭
◉下細谷（諏訪神社）	
ささら獅子舞
◉よしみコスモスまつり

◉吉見まつり
◉ひゃくあな祭
◉八丁湖ヒーリングナイト

◉イルミネーション	
フェスタ
◉七つの祝い

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

よ
し
み

笑
顔
で
つ
な
が
る
元
気
な
ま
ち

平
成
23
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た「
第
五
次
吉
見
町
総
合
振
興
計
画
」は
、

“
笑
顔
で
つ
な
が
る 

元
気
な
ま
ち 

よ
し
み
”を

10
年
後
に
達
成
す
べ
き
ま
ち
の
将
来
像
と
定
め
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
す
べ
て
の
取
組
に
お
い
て

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
ひ
と
・
自
然･

産
業
の
調
和
の
と
れ
た

災
害
に
強
く
、
犯
罪
の
な
い
、
安
全
安
心
な

「
し
あ
わ
せ
」を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

Vision1
魅力と活力に満ちた
産業のあるまち

Vision3
健やかで

笑顔あふれる
ぬくもりのあるまち

Vision2
緑と調和した
安全・安心な
生活空間の
あるまち

Vision4
豊かな心をもち
一人ひとりに
輝きのあるまち

時
歳

記
S A I J I K I

よ
し
み

季
節
を
つ
な
ぐ

フレサ若葉祭●ゴールデンウィークにフレサよしみで
開催。舞台発表や作品展示が行われます。

イルミネーションフェスタ●フレサよしみを会場に吉見町青
年団が中心となって開催。冬の夜にライトアップが美しく輝
きます。

吉見まつり●11月３日の文化の日
に、文化祭、商工祭、健康まつり、
福祉まつり、米まつりなど各種イベ
ントを同時開催します。

久保田の天王さま●７月18日に挙行される八坂
神社の夏祭り。お札とともにお獅子が各戸を巡り
ます。

こどもまつり●５月５日のこどもの日に
開催。模擬店や人形劇などが催されます。

厄除け朝観音●６月18日の早朝から吉見
観音で催される祭り。厄除け団子を買い
求める人々でにぎわいます。

下細谷のささら獅子舞●10月中旬に諏訪神社に
奉納される舞。17世紀に奥州に出向いて伝習し
たと伝えられます。
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昭和30年 平成26年

1,168

2,254
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415

1,186

資料：農林業センサス

…兼業農家

自給的農家

販売農家

…専業農家

● 「販売農家」とは、経営耕地面積が30a以上又は
農産物販売金額が50万円以上の農家をいう。

● 「自給的農家」とは、経営耕地面積30a未満かつ
農産物販売金額が年間50万円未満の農家をいう。

統
計
で
比
べ
よ
う

吉
見
の
今

　

魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
産

業
の
振
興
は
、
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
に
必
須
で
す
。

　

農
業
は
、
新
鮮
で
安
心
な

農
産
物
の
産
地
と
し
て
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と

も
に
、
地
産
地
消
の
拡
大
な

ど
、
新
た
な
取
組
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
担
い
手
の
育
成

や
営
農
体
制
の
確
立
を
支
援

し
、
農
地
の
有
効
活
用
を
進

め
ま
す
。

　

商
業
・
観
光
業
は
、
新
た

な
に
ぎ
わ
い
の
場
を
創
出
す

る
と
と
も
に
、
吉
見
ら
し
い

特
色
あ
る
商
業
の
振
興
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
観

光
資
源
の
魅
力
を
さ
ら
に
高

め
、
地
域
資
源
と
連
携
し
た

観
光
振
興
に
も
努
め
ま
す
。

　

工
業
は
、
新
た
な
工
業
団

地
の
整
備
を
行
い
、
広
域
交

通
網
を
い
か
し
た
製
造
業
や

流
通
加
工
業
な
ど
を
中
心
に

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め

ま
す
。
ま
た
、
既
存
企
業
の

支
援
、
雇
用
機
会
拡
大
も
促

進
し
ま
す
。

ほ場整備事業（大串地区）

吉見まつり・吉見町商工祭

吉見いちごブランド化事業

道の駅いちごの里よしみ

土地区画整理事業西吉見南部地区

「子どもたちの笑顔と思いやりのある社会づくり」が活動のテーマです。
吉見町商工会青年部　部長　小池　仁さん

　

商
工
会
青
年
部
は
、
地
元
の
若

手
経
営
者
・
後
継
者
で
組
織
し
て

い
ま
す
。
経
営
に
関
す
る
勉
強
の

ほ
か
に
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
バ

ザ
ー
出
店
、﹁
ア
イ
ラ
ブ
吉
見
コ

ン
ク
ー
ル
﹂
事
業
な
ど
、
地
域
振

興
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
町
内
の
小
学
生
に

﹁
自
分
の
好
き
な
吉
見
町
﹂
と
い
う

テ
ー
マ
で
絵
と
文
を
書
い
て
も
ら

う
も
の
で
、
平
成
13
年
か
ら
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

郷
土
愛
を
育
み
、
町
の
活
性
化
に

も
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
で
す
。
町

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
﹁
よ
し
み
ん
﹂

も
、
青
年
部
が
全
国
か
ら
募
集
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
思
い
や
り
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Vision 1: A Town of Industry Full of Charm and Energy
In agriculture, we will encourage the expansion of local production for local consumption, cultivate successors, and promote effective farmland use.
In commerce and tourism, we will invigorate Yoshimi’s characteristic enterprises and strive to enliven tourism incorporating existing area resources.
In industry, we will enhance industrial complexes, actively attract businesses, support existing companies, and encourage job growth and stabilization.

農
家
数

産
業
別
事
業
所
数
・
従
業
者
数

昭和38年 平成24年

事業所 従業者（人） 事業所 従業者（人）

建 設 業 71 291 168 606

製 造 業 40 206 108 2,930

卸 売 ・ 小 売 業 131 258 124 780

金 融 保 険 業 1 9 7 47

不 動 産 業 ─ ─ 16 39

電 気・ ガ ス・ 水 道 業 ─ ─ 2 4

情報・通信・運輸・サービス業 72 294 256 1,787

総 数 315 1,058 681 6,193

●平成24年経済センサス…活動調査参考表産業分類、地域別民営事業所数及び従業者数

●産業（小分類）別民営事業所数及び従業者数…全国、都道府県、市区町村

資料：経済センサス

“笑顔でつながる 元気なまち よしみ”に向けて

魅
力
と
活
力
に
満
ち
た

産
業
の
あ
る
ま
ち

Vision1

笑 顔 で つ な が る 産 業 の ま ち
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3
381

…平成26年…昭和35年

田
10.67

その他
10.91

畑
11.57宅地

1.87
池沼 0.07

原野 0.65
雑種地 0.09

山林
2.94

田
9.47その他

10.52

畑
8.07

宅地
4.59

池沼 0.05

原野 1.34

雑種地
2.69

山林
1.90

昭和30年 38.77㎢

平成26年 38.63㎢

（各年１月１日現在）

　

吉
見
町
の
特
長
で
あ
る
緑

豊
か
な
自
然
環
境
を
い
か
し

な
が
ら
、
町
民
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
快
適
な
生

活
空
間
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

　

住
環
境
は
、
自
然
と
調
和

し
た
環
境
づ
く
り
の
計
画
的

な
推
進
と
生
活
基
盤
の
充

実
、
市
街
地
の
形
成
、
適
正

な
開
発
の
誘
導
等
を
進
め
ま

す
。

　

道
路
は
、
安
全
で
快
適
、

効
率
性
の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
町
内
巡
回
バ
ス
な
ど
公

共
交
通
の
整
備
を
進
め
ま

す
。

　

生
活
環
境
は
、
ご
み
の
減

量
化
、
再
使
用
、
再
生
利
用

な
ど
に
よ
る
循
環
型
社
会
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

雨
水
や
汚
水
の
適
正
な
処
理

に
も
努
め
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
に
つ
い
て
は
、

消
防
・
防
災
体
制
の
整
備
や

町
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
・
防

犯
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
の
保
護
に
も

努
め
ま
す
。

防災訓練

東野地区の街区公園

農業集落排水施設（東第二地区）

町内巡回バス

消防特別点検

　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

は
、
学
童
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、

通
学
路
の
巡
回
、
危
険
箇
所
な
ど

の
調
査
、
不
審
者
へ
の
対
応
な
ど

が
主
な
役
割
で
す
。
学
校
で
保
護

者
に
話
を
す
る
機
会
に
は
、
ど
ん

な
に
忙
し
く
て
も
朝
晩
子
ど
も
に

声
掛
け
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い

つ
も
言
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
登
下
校
の
安
全
を
見
守

る
防
犯
隊
は
、
昭
和
47
年
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
で
は
保
護

者
も
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
保
護
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
過
程
が

見
ら
れ
る
の
が
一
番
の
や
り
が

い
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
逆
に
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
ね
。

安全を見守りながら、子どもたちからパワーをもらっています。
西が丘小学校スクールガードリーダー　南吉見団地まごころ防犯隊　隊員　土田健壽さん

Vision 2: A Town with Safe and Secure Living Spaces in Harmony with Greenery
Leveraging the greenery-rich natural environment, we will strive to create comfortable living spaces where citizens can live with safety and peace of mind.
We will create environments harmonized with nature, enrich infrastructure for living, 
and appropriately develop downtown areas. We will also improve buses and other public transport.
We will reduce waste and promote a recycling society. 
We will also improve fire and disaster prevention systems and work for transportation safety and crime prevention around town.

統
計
で
比
べ
よ
う

吉
見
の
今

自
動
車
普
及
状
況

地
目
別
土
地
面
積

“笑顔でつながる 元気なまち よしみ”に向けて

緑
と
調
和
し
た
安
全･

安
心
な

生
活
空
間
の
あ
る
ま
ち

Vision2

笑 顔 で つ な が る 安 全 ・ 安 心 の ま ち
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（昭和51年は行政報告書）
平成26年４月１日現在

山ノ下保育園　昭和43年開園
北下砂保育園　昭和48年開園／和名保育園　昭和48年開園
前河内保育園　昭和51年開園
平成23年10月　４つの園を統合し、よしみけやき保育所が開設

前河内保育園

和名保育園

北下砂保育園

山ノ下保育園
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60

60

よしみけやき
保育所

236

合計 217

平成26年昭和51年
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600

900

1,200

1,500
（人）

333

175

384

525

438

̶

1,250

226

57

157
198

119 99

558

東
第
一
小
学
校

東
第
二
小
学
校

南
小
学
校

西
小
学
校

北
小
学
校

西
が
丘
小
学
校

吉
見
中
学
校

…平成26年…昭和39年
各年５月１日現在

　

す
べ
て
の
町
民
が
、
生
涯

を
通
じ
て
健
や
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
健

や
か
で
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
関
し
て

は
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

と
、
医
療
保
険
制
度
の
適
切

な
運
営
、
広
域
的
な
連
携
に

よ
る
救
急
医
療
体
制
の
充
実

等
に
努
め
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
関
し
て

は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
仕

事
と
子
育
て
が
両
立
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
を
地
域
全
体

で
支
え
る
体
制
づ
く
り
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
は
、
だ
れ
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
ケ
ア
体
制
の
充
実
と

質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
さ

ら
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
が

自
分
ら
し
く
充
実
し
た
人
生

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
３
歳
児
の
虫
歯
本

数
が
１
人
平
均
２
・
２
５
本
と
、
県

で
ワ
ー
ス
ト
７
位
と
な
っ
た
こ
と
が

発
会
の
き
っ
か
け
で
す
。
乳
幼
児
の

母
親
た
ち
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー

の
声
で
、
フ
ッ
素
塗
布
を
開
始
。
会

名
は
１
人
平
均
の
虫
歯
率
０
・
８
本

の
目
標
に
由
来
し
ま
す
が
、
９
年
目

の
今
で
は
、
０
・
７
本
に
ま
で
減
り

ま
し
た
。

　

歯
科
健
診
時
の
サ
ポ
ー
ト
を
主

体
に
、
保
育
所
、
高
齢
者
学
級
、
町

の
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
活
動
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
歯
を
き
っ
か
け
に
、

大
人
も
自
分
の
歯
に
意
識
を
向
け

て
も
ら
い
た
い
と﹁
口
か
ら
始
ま
る

健
口
﹂を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
行

政
か
ら
の
押
し
付
け
で
は
な
く
、
町

民
で
あ
る
私
た
ち
が
訴
え
て
い
く
こ

と
に
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

世代を超えて歯の健康を応援し、虫歯の心配のない町にしたい。
○８（よい歯）の会　代表　加藤充代さん

乳幼児健診

いきいき体操教室

集団健診

お達者倶楽部の介護予防教室

子育て支援センター「わくわくタイム」

Vision 3: A Warm-spirited, Healthy Town Brimming with Smiles
We will strive to expand healthcare services and upgrade emergency medical systems.
We will work to create an environment enabling secure raising of children where there is room to work at the same time, 
and create systems for the whole community to support child-raising.
We will also advance welfare for the elderly and help create an environment where persons with disabilities can enjoy fulfilling lives that fit their personal style, 
to ensure that everyone can live securely in a community they are comfortable in.

統
計
で
比
べ
よ
う

吉
見
の
今

保
育
所
児
童
数

児
童
・
生
徒
数

“笑顔でつながる 元気なまち よしみ”に向けて

健
や
か
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち

Vision3

笑 顔 で つ な が る 保 健 ・ 福 の ま ち
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85～89
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45～49
40～44
35～39
30～34
25～29
20～24
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  5～  9
  0～  4
（歳）

100以上
95～99
90～94
85～89
80～84
75～79
70～74
65～69
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50～54
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40～44
35～39
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20～24
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7,382人 7,533人

14,915人
昭和35年 平成26年

男 女 10,349人 10,285人

20,634人

男 女
資料：国勢調査

（10月１日現在）
資料：住民基本台帳
（４月１日現在）

640
881

1,032
641

548
471
509
490

412
401
340
337

263
210
161
127
61
9
0
0
0

271
321
442
549
561

493
434

576
658
730
713
761

970
754

650
473
426

315
146

39
3

638
940

1,054
647
660

502
510
399
347
324
347
347
255
195
123
63
26
4
1
0
0

262
341

446
594
620
507
543
575

746
712
769

883
987
856

604
418

277
154

42
13
0

　

誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
、

学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
取

り
組
め
る
こ
と
は
元
気
な
ま

ち
の
基
本
で
す
。

　

学
校
教
育
は
、
確
か
な
学

力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か
な

体
を
育
み
、
生
き
る
力
を
備

え
た
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

ま
た
、
郷
土
愛
を
育
み
、
創

意
と
工
夫
に
満
ち
た
特
色
の

あ
る
教
育
活
動
を
進
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
手
を
携
え
て
青
少
年

の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
は
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
学
べ

る
機
会
の
充
実
や
情
報
提
供

に
努
め
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

に
も
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

優
れ
た
芸
術
に
接
す
る
機
会

の
拡
充
、
文
化
団
体
の
育
成
、

新
た
な
文
化
の
創
造
と
と
も

に
、
地
域
文
化
の
継
承
に
も

努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
際
社
会
へ
の

理
解
を
深
め
、
国
内
外
の
交

流
を
促
進
し
ま
す
。

小学校の授業（Assistant Language Teacher）

町民体育祭

家庭学習を習慣づける「15（いちご）学習ノート」

文化祭

大規模改修された中学校の授業

　

私
た
ち
サ
ポ
ー
タ
ー
委
員
会
は
、

フ
レ
サ
よ
し
み
の
自
主
事
業
の
お

手
伝
い
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
会
場
の
設
営
や
来
場
者
の
案

内
、
喫
茶
室
の
営
業
な
ど
、
み
ん

な
で
分
担
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

要
請
さ
れ
た
事
業
だ
け
で
な
く
、
フ

ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
へ
の
花
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
出
品
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
の
バ
ザ
ー
出
店
な
ど
、
会
独
自

の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

基
本
は
楽
し
い
か
ら
続
け
て
い

ま
す
が
、
来
場
者
に
喜
ん
で
い
た

だ
い
た
と
き
は
、
本
当
に
張
り
合

い
が
あ
り
ま
す
。フ
レ
サ
よ
し
み
は
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
愛
さ

れ
る
町
の
文
化
・
交
流
の
拠
点
。
今

後
も
で
き
る
限
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自分たちも楽しみながら、町の文化や交流に貢献していきたい。
フレサよしみサポーター委員会の皆さん

Vision 4: A Town with a Big Heart where each Person can Shine
In school education, we will foster solid scholarship, broad perspectives, healthy bodies, 
and a zest for life. We will also encourage affection for the local community and unique educational activities full of inventiveness and innovation.
For lifelong learning, we will work to enrich opportunities for anyone to learn any time, anywhere, 
and provide information to that end, as well as invigorating sports and recreation. 
We will also strive to create new culture and hand down existing local culture. Furthermore, we will promote exchange nationally and internationally.

統
計
で
比
べ
よ
う

吉
見
の
今

年
齢
階
層
別
男
女
別
人
口

“笑顔でつながる 元気なまち よしみ”に向けて

豊
か
な
心
を
も
ち

一
人
ひ
と
り
に
輝
き
の
あ
る
ま
ち

Vision4

笑 顔 で つ な が る 教 育 ・ 文 化 の ま ち
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町税
2,456,477

地方交付税
1,458,590

町債
400,484

昭和
30
年度

平成
25
年度

6,688,302
千円

歳入

6,236,830
千円

歳出
43,933
千円

歳出

村（町）税
22,867

地方交付税
13,769

村（町）債
5,000

雑収入    753
繰越金    690
寄附金    783

県支出金    562
国庫支出金 1,123

使用料及び手数料    258
分担金及び負担金      25

公営企業及び財産収入      14
45,848
千円

歳入

諸支出費 300,509
公債費 573,129

民生費
1,793,103

教育費
864,053

総務費
779,689

土木費 551,066
消防費 363,262

商工費   52,157

議会費   99,567

役場費
23,225

教育費
7,527

諸支出金
3,942 議会費

588

土木費 1,849
消防費 2,380

公債費    285
選挙費    328

統計調査費    127
財産費    434

産業経済費 2,363
保健衛生費    529
社会及び　　　　 
労働施設費    349

労働費     3,558
農林水産業費 423,883

衛生費 432,854

地方消費税交付金 171,189
株式等譲渡所得割交付金 15,808

配当割交付金 9,646

利子割交付金 4,573
地方譲与税
128,091

自動車取得税交付金 50,594
地方特例交付金 9,120

ゴルフ場利用税交付金 33,345

繰越金  383,052
諸収入  382,308

寄附金     2,128
財産収入     3,832
県支出金 332,402

使用料及び手数料   38,107
分担金及び負担金 180,546

交通安全対策特別交付金     4,507

国庫支出金 623,504

※昭和30年度は千円未満切り捨て。平成25年度は四捨五入。

昭和30 35 40 45 50 55 60 平成2 7 12 17 22 27年
0

1

2

3

4

5

6

7

8

2,605

2,553

2,610

2,772
3,051

3,717
3,971

4,643

5,497

6,158

6,642

7,591

6,804

15,647 14,229 14,724
17,043

21,371 22,217
20,38214,915 14,072

16,107
18,991

22,246 21,079

世帯数（単位：世帯）

人口（単位：人）

資料：昭和30年～平成22年は国勢調査、平成27年は住民基本台帳

議　長
宮﨑善雄

副町長
市川近雄

副議長
荻野　勇

町　長
新井保美

　

地
方
分
権
の
進
展
や
少
子
高

齢
化
、
複
雑
か
つ
多
様
化
す
る

社
会
情
勢
の
中
、
町
民
と
の
協

働
の
も
と
、
柔
軟
か
つ
効
率
的

な
行
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
広
報
・
広
聴
活
動
や
積

極
的
な
情
報
公
開
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

議
会
は
町
民
の
代
表
と
し
て

選
ば
れ
た
14
名
の
議
員
で
構
成

さ
れ
、
日
常
生
活
に
密
着
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
、
町
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

定
例
本
会
議
は
、
１
年
に

４
回
開
か
れ
ま
す
が
、
必
要
に

応
じ
て
臨
時
議
会
も
開
か
れ
ま

す
。
議
会
は
、
公
開
さ
れ
て
い

て
誰
で
も
傍
聴
で
き
る
ほ
か
、

審
議
内
容
や
結
果
に
つ
い
て
は

「
議
会
だ
よ
り
」に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

Town Assembly  
and Administration
In cooperation with citizens, we 
aim for flexible and efficient ad-
ministrative management. We also 
promote public information and 
public hearing activities, and strive 
to disclose information proactively.
The town assembly consists of 14 
members chosen by the citizens 
as representatives, who reflect the 
views of the citizens in all manner 
of projects closely connected with 
their daily lives.

議会風景

教育長
久保田幸夫

統
計
で
比
べ
よ
う

吉
見
の
今

一
般
会
計
決
算
額

人
口
・
世
帯
数
の
推
移

“笑顔でつながる 元気なまち よしみ”に向けて

議
会

行
政

勤労福祉センター
吉見町下細谷1210

TEL.0493-54-5027（地域振興課商工観光係）

東松山消防署吉見分署
吉見町下細谷1196-1
TEL.0493-54-1558

悠友館（地域包括センター）
吉見町下細谷1213
TEL.0493-53-0526

町民体育館
吉見町中新井493-1
TEL.0493-54-5625

福祉会館（障害者地域デイケア施設ひばり）
吉見町下細谷1216-1

TEL.0493-63-5012（福祉町民課福祉係）

町立図書館
吉見町中新井497

TEL. 0493-54-1517

よしみけやき保育所・子育て支援センター
吉見町中新井467
TEL.0493-54-1766

保健センター
吉見町下細谷1212
TEL.0493-54-3120

町民会館（フレサよしみ）
吉見町中新井508
TEL.0493-53-1331

埋蔵文化財センター
吉見町北吉見321 
TEL.0493-54-9111

武道館
吉見町御所187-1

TEL.0493-54-5625（町民体育館）

吉見町役場
吉見町下細谷411
TEL.0493-54-1511

Public Facilities
吉見町の主な公共施設 　マークは、避難所です。
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荒
　
川

市野川

大沼（百穴湖）

三角沼

天神沼

和名湖

八丁湖

吉見百穴
12

吉見百穴
12

埋蔵文化財センター

松山城跡

11息障院
　（伝範頼館跡）
11息障院
　（伝範頼館跡）

黒岩横穴墓群

茶臼山古墳

山ノ根古墳

北吉見古墳群

和名埴輪窯跡群

大行山遺跡

三ノ耕地遺跡

推定「東山武蔵路」 伝大串次郎重親塔

文永弥陀浮彫大板碑

金蔵院宝篋印塔

御所古墳群

川幅日本一の標柱❶川幅日本一の標柱❶

岩室観音

吉見観音（安楽寺）10吉見観音（安楽寺）10

北向地蔵

千乗寺

諏訪神社

伊波以神社

横見神社

金剛院

熊野神社

東光神社

無量寺

観音寺
（板碑群）

金蔵院

横見神社

元巣神社

八坂神社

高負彦根神社

吉見総合運動公園

さくら堤公園

吉見ゴルフ場

富貴ゴルフ倶楽部

❸
ふれあい広場

❸
ふれあい広場

❷❷
コスモス畑コスモス畑

❽八丁湖公園❽八丁湖公園

ポンポン山
❼

ポンポン山
❼

徒歩橋

市
野
川
大
橋

荒井橋

御成
橋

糠田橋

水管橋

慈雲寺橋

市野川橋

不動橋

西が丘小学校

西小学校

吉見中学校

東第一小学校

南小学校

東第二小学校

北小学校

武蔵丘短大

吉見町役場吉見町役場

❹吉見町民会館フレサよしみ❹吉見町民会館フレサよしみ
町立図書館

町民体育館
よしみけやき保育所

❺B&G海洋センター❺B&G海洋センター
農業構造改善センター

北公民館

吉見総合運動公園
管理事務所

❻道の駅いちごの里よしみ❻道の駅いちごの里よしみ

東野ふれあいセンター

東公民館

農村センター（南公民館）

横見排水機場

南吉見排水機場

吉見排水機場

東第二排水機場

荒川荘

埼玉県衛生研究所

埼玉中部環境センター

埼玉県吉見浄水場

交番

吉見町商工会

悠友館

福祉会館

勤労福祉センター

西部ふれあいセンター

保健センター
消防署

西公民館

風の杜

フレンドシップ　
ハイツよしみ❾
フレンドシップ　
ハイツよしみ❾

武道館

北吉見郵便局

吉見郵便局

西吉見郵便局

東吉見郵便局

大和田東

蚊斗谷集会所

江和井集会所
飯島新田集会所

飯島新田南東郵便局

大串

前河内集会所西

久保田中集会所

吉
見
郵
便
局
南

江綱

江和井南

荒川荘

北本駅

北
本
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

北
本
市
高
尾
さ
く
ら
公
園

高尾新田

大和田

新道

丸貫

北下砂集会所

今泉南

今泉西

北郵便局

黒岩
中新井

地頭方集会所

本沢集会所

上細谷北
上細谷

町民会館フレサよしみ

一ツ木集会所

上砂集会所

中曽根集会所

吹上駅

松崎集会所

上砂

大沼入口

西公民館

日向山団地

流川 大沼

根古屋集会所

北向地蔵

東松山市民病院前

森林公園駅

東松山市民病院

長谷東長谷

田甲東

田甲集会所

吉見観音

御所団地前

御所集会所

八丁湖
越中公園

西部ふれあいセンター

短大グランド入口

たばた小児科前

吉見町役場南

吉見中学校前

吉見町役場

（発着所）道の駅
いちごの里よしみ

福祉会館

森田病院前

吉見百穴

西農協前

山ノ下集会所

前山団地西

前山団地南

東第一小学校前

古名

東公民館

川幅
日本
一

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

大
里
比
企
広
域
農
道

大
里
比
企
広
域
農
道

さ
く
ら
堤

大
里
比
企
広
域
農
道 76

66

76

33

27

345

307

345

271

至北鴻巣駅

至熊谷

至川島
　圏央道川島 IC

至川島

至関越道東松山 IC

至東松山
関越道東松山 IC

至東松山
・坂戸

至鴻巣
東北自動車道加須 IC

鴻巣
免許
セン
ター
→

至北本

川
越
駅
↓

←東武東上線 東松山駅

吉見町巡回バス（町内循環）
東南コース （左回り循環）
北西コース （右回り循環）
西コース （左・右回り循環）

吉見町巡回バス（町外アクセス）
森林公園駅－道の駅いちごの里よしみ
吹上駅－道の駅いちごの里よしみ

民間バス
川越観光自動車 東武東上線東松山駅・鴻巣免許センター路線

東武バスウェスト 川越駅・鴻巣免許センター路線
東武バスウェスト 川越駅・新荒子路線

…バス停　　　　…避難所

北本駅－道の駅いちごの里よしみ

川越観光自動車 JR高崎線・新宿湘南ライン北本駅・
 衛生研究所・荒川荘路線

吉見町ガイドマップ
Y o s h i m i  G u i d e  M a p

�息障院（伝範頼館跡）

❾フレンドシップハイツよしみ

�吉見観音（安楽寺）

❸ふれあい広場

❹町民会館（フレサよしみ）

❺B&G海洋センター体育館・プール

❶川幅日本一の標柱

❻道の駅いちごの里よしみ（わんぱく広場）

❼ポンポン山

�吉見百穴

❽八丁湖公園

❷コスモス畑
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町の花●きく 町の木●けやき 町の鳥●ひばり

合併した４つの吉見が、首長を中心にしてガッチリ手を組み、どの方向から見ても均衡のとれた安定感をもたせ、四方に突き出た先端は
東（E）南（S）西（W）北（N）を意味し、どこまでも生成発展する吉見町のたくましさを象徴しています。

町章（昭和59年７月28日制定）

 

一	

自
然
を
守
り
、 

	

環
境
を
と
と
の
え
、 

	

き
れ
い
な
町
に
し
よ
う
。

 

一	

歴
史
を
愛
し
、 

	

文
化
を
育
て
、 

	

心
ゆ
た
か
な
町
に
し
よ
う
。

 

一	

産
業
を
伸
ば
し
、 

	

勤
労
を
尊
び
、 

	

活
力
あ
る
町
に
し
よ
う
。

 

一	

人
権
を
尊
重
し
、 

	

福
祉
を
す
す
め
、 

	

住
み
よ
い
町
に
し
よ
う
。

一	

ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、 

	

心
身
を
鍛
え
、 

	

明
る
い
町
に
し
よ
う
。

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
み
ど
り
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
、
由
緒
あ
る
歴
史
と
伝
統
に
は
ぐ

く
ま
れ
た
吉
見
町
を
愛
し
、
よ
り
明
る
く
住

み
よ
い
町
を
つ
く
る
た
め
、
町
民
憲
章
を
定

め
ま
す
。

【
町
民
憲
章
】

（
昭
和
59
年
７
月
28
日
制
定
）
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